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1．  はじめに  

1.1 背景  

 地震発生時、新宿駅周辺のように様々な来街者や勤労

者が共存する中心市街地では大きな混乱が発生すること

が危惧されており、中でも超高層建物などの大規模施設

では、帰宅困難者や傷病者の受入などの重要な役割が求

められている。そのため、大機規模施設では消防計画上

で定められている自衛消防隊の活動が重要になる。消防

計画は火災が起こらないようにする、または火災が起き

た場合の対応としてどのように活動するかを事前に決め

ておくものであり、防火管理義務対象物のうち大規模な

ものの管理権原者には自衛消防組織を設置されることが

義務付けられている。自衛消防隊は消防計画上、地震時

の対応についても定められているが火災対応が中心に定

められているため、地震時の活動内容について明確でな

く具体的になっていない。また、企業の防災訓練では火

災対応と避難の訓練が中心に行われており、傷病者対応

や建物被害対応などの対応訓練がおこなわれていないと

ころが多い。そのため、地震災害時の自衛消防隊の活動

内容を具体的にわかりやすくし、地震災害対応の訓練を

することが必要である。  

1.2 目的 

 本研究では既往の研究を参考に自衛消防隊の活動内容

を具体化し、活動フローチャートを作成する。また、そ

の活動フローチャートに沿った訓練を検討し、訓練で検

証する。  

1.3 研究の流れ 

①既往の研究として新宿駅西口地域地震防災訓練、企業

による地震防災の自衛消防訓練を理解し、自衛消防隊の

活動を整理  

②自衛消防隊活動フローチャートの作成  

③建物チェックシート、傷病者観察記録シート・傷病者

情報連絡シートの修正  

④平成２６年度新宿駅西口地域地震防災訓練の自衛消防

訓練の検討  

⑤平成２６年度新宿駅西口地域地震防災訓練の自衛消防

訓練の検証  

⑥まとめと今後の課題  

 

 

2．  既往の研究について 

2.1 平成２５年度新宿駅西口地域地震防災訓練 

2.1.1 新宿駅周辺防災協議会・平成２５年度新宿駅西口

地域地震防災訓練 

 新宿駅周辺防災協議会は新宿駅西口地域・東口地域の

会員事業所の防災担当者などの防災力向上のために H１

９年に発足した。新宿駅西口地域では超高層ビルでの地

域防災力向上を目的としてセミナーや新宿駅西口地域地

震防災訓練を開催している。訓練は協議会の教育プログ

ラムで取り上げたテーマにそって参加者がセミナー・講

習会で身につけた災害対応能力を活かし行い、事業所（ビ

ル）や地域での実際の災害で実践できるようにするため

に行われている。 

2.1.2 平成２５年度新宿駅西口地域地震防災訓練の概要 

日時：平成２５年度１１月７日（木）１３：００～１７：

３０ 場所：工学院大学新宿キャンパス 地下１階、１

階、２階 参加者数：９１名 訓練項目：傷病者対応訓

練、建物被害対応訓練、防災センター訓練、西口現地本

部訓練 

2.1.2 訓練の課題点 

〈訓練全体〉  

・自衛消防隊の編成は行われたが初期消火班、避難誘導

班の編成は行われなかった。この２班も編成した訓練

が必要。  

・初期消火の訓練は行われなかった。  

・この訓練で編成された班同士の時間関係がバラバラで

あるところがあった。  

〈フローチャート〉  

・各班との時間関係が分かりづらい  

・本部隊のフローチャートも必要である。  

〈傷病者観察記録シート・情報連絡シート〉  

・意識の有無の記入欄もあった方が良い  

・記入に時間がかかってしまうためもう少し簡略できる

部分は簡略化した方が良い  

〈建物被害チェックシート〉  

・図が小さかったりして書きづらい部分がある。  

・記入方法が分かりづらい。  

・記入する項目が多い。  
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2.1 企業の自衛消防訓練について  

2.2.1 株式会社セノンでの自衛消防訓練概要 

株式会社セノンで行われた防災訓練を参考にした。こ

の訓練では自衛消防隊の本部隊の対応を訓練するもの

であり、概要は以下のとおりである。  

〈株式会社セノン防災訓練概要〉  

日時：2014 年 6 月 11 日 13:30～14:40 

会場：株式会社セノン（横浜三井ビル 24 階）  

防災センターの情報共有訓練（講師：上倉氏、吉田氏、

サポート 2 名） 

・シナリオ無しの実践型訓練（口頭による情報出し）  

・15 分～20 分間の訓練を 2 回実施（メンバー交代）  

・1 回目はホワイトボード、2 回目は情報集約シート（3M

製）を使用しての情報集約  

・参加者 10 名（ビル防災センター職員、空港保安検査

員）※熟練者ではない  

・訓練後にデブリーフィング、講評、アンケート実施  

2.2.2 株式会社セノンの訓練の印象 

良い点  

・コンパクトにデザインされた訓練に研究のあとが感じ

られ、短時間で効果的な訓練がなされていたと思う。  

・ホワイトボードを用いた訓練と情報集約シートを用い

た訓練を前後半に分けて行い、どちらの場合が良いか

を考える機会があった点も評価できる。  

・地震発生直後に全員で危険回避行動、ヘルメット着用

ができていた。  

・訓練内で各担当が自分の担当以外のことにも反応して

仕事ができていた。  

課題点  

・安全確認と情報の記録が全般的に不十分であったと思

う。  

・確実な情報伝達と対応を行うために、傷病者や建物被

害等の情報は現場で記録するフォーマットを活用する

と良い。  

・情報集約シートにおいてどのビルも共通する部分は標

準化すると良い。また、無地のホワイトボードとの併

用が望ましい。  

・訓練の評価者によるチェックがあると良い。  

・ビデオ撮影と映像を用いた振り返りを行うと、訓練後

のデブリーフィングがより充実したものになると思う。

（コンパクトな訓練のメリットを生かす）  

 

3 活動フローチャートの作成 

3.1 自衛消防隊活動フローチャートの作成について 

地震発生からの時間ごとに区切りをつけた。地震発生か

ら１時間を「地震発生直後」、１時間から１０時間を「初

動対応期」、１０時間から１００時間を「応急対応期」

とした。「地震発生直後」では最優先に行わなければな

らない災害対応を行う。主に火災対応、閉じ込め者対応、

傷病者対応といったものである。「応急対応期」では「地

震発生直後」にやらなければいけない内容の次にやらな

ければならない災害対応を行う。主に建物被害対応、在

館者対応といったものである。このフローチャートは最

優先の災害対応に各班が協力し合って対応してもらう

ことを前提として作成した。  

自衛消防隊（地区隊）の活動フローチャート

応急救護班

7.建物被害対応

地
震
発
生
直
後

時間軸

１時間後（目安）

地震発生

初
動
対
応

１０時間後（目安）

緊
急

対
応

１００時間後（目安）

6.在館者対応

4.救出・救護

3.火災対応

2.危険確認

1.活動準備

安全防護班避難誘導班初期消火班通報連絡班地区隊長

地区隊参集指示・各

班に活動準備指示

各班に活動指示、活

動状況の確認、本部

隊への連絡

各班に活動指示、活

動状況の確認、本部

隊との連携

装備・班編成の確認

テナント・周囲の

危険・火災・閉じ

込め者・傷病者に

関する情報収集・

連絡・記録

情報収集・連絡・

記録

火災の確認・

初期消火

防火設備等の確

認

閉じ込め者の確

認・対応・救出、

傷病者の確認

安否確認、一時

待機場所の確保、

避難誘導

テナント・周囲の

危険性の確認、

立ち入り禁止

措置

テナント・周囲の

建物被害確認・記

録・連絡

傷病者の救出・応

急手当・観察記録

傷病者の搬送

※地区隊長の指示により相互協力

5.情報収集

 

図１ 地区隊全体フローチャート 

地区隊　避難誘導班　活動フローチャート

装備の確認

□ ヘルメット

□ ゴーグル

□ Ｎ９５マスク

□ 皮手袋

□ 安全靴

□ 服装（長袖・長ズボン）

□ フロア平面図

□ 筆記用具（ペン）

□ 活動フローチャート

□ 携帯電話

□ ライト

□ 従業員名簿

□ 拡声器

□ マスターキー

□ 切断器具（ドアチェーン等切断用）

□ 破壊器具（バール等）

ＳＴＡＲＴ

活
動
準
備

在
館
者
対
応

ＥＮＤ

地
震
発
生
直
後

時間軸

１時間後（目安）

地震発生

１０時間後（目安）

初
動
対
応

班編成の確認

地区隊長に報告

エレベーター・エスカ

レータの使用を禁止

閉じ込め者・傷病者の

確認

閉じ込め者

地区隊長に報告

一時待機場所の確保

安否確認

地区隊長に報告

救
出
・救
護

周囲の安全確認

閉じ込め者対応・救出

あり

なし

危険回避行動

傷病者の捜索・確認

在館者の誘導

避難経路の確認

避難

訓練時間

前半14：30

後半15：20

前半14：45

後半15：35

前半14：50

後半15：40

前半15：10

後半16：00  

図２ 地区隊避難誘導班フローチャート（具体例とし

て） 

 

4 自衛消防訓練で使用するシート類の修正 

4.1 傷病者観察記録シート・情報連絡シート 

4.1.1 シートの修正 

傷病者観察記録シート・情報連絡シートは医師や看護師

といった医療従事者でなくてもある程度の傷病者情報

を書き込めるようにしたものである。特に自衛消防隊の
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応急救護班にあたる人などは普段は一般の事業所で働

いており、災害時には医療に関する知識がない中で傷病

者対応をすることになる。そのようなときにシートがあ

ることによって傷病者が医療従事者のもとに搬送され

たときに傷病者情報を迅速かつ的確に伝えるための助

けになることが期待される。そのため、なるべく重要な

情報を簡潔に書き込めるようなシートであることが望

ましい。  

4.1.2 修正した結果 

・傷病者の情報に「意識の有無」を加えた  

・観察状況の選択肢を簡略化  

・時刻、場所の記入欄の簡略化  

・名前をカタカナで書いてもらうようにした（読み間違

いの防止）  

・負傷後の時間の選択欄をなくした  
No.

① 傷病者氏名(カタカナ)

② 年齢・性別 歳 □男性 □女性

③ 歩行の可否 □歩ける □歩けない

④ 意識の有無 □あり □なし

⑤ 呼吸の有無 □あり □なし

⑥ 脈拍 回/分

⑦ 負傷箇所

(図に×印をつける)

⑧ 負傷状況 □切った □刺した □打った □挟んだ □やけど

□その他

⑨ 観察状況 □出血 □痛み □嘔吐 □その他

⑩ 負傷日時 月 日 □AM □PM 時 分

⑪ 負傷場所 階 　 　 　

連絡事項

記入者氏名(カタカナ)

記入日時 月 日 □AM □PM 時 分

記入場所 階

No.

① 傷病者氏名(カタカナ)

② 年齢・性別 歳 □男性 □女性

③ 歩行の可否 □歩ける □歩けない

④ 意識の有無 □あり □なし

連絡事項

記入者氏名(カタカナ)

記入日時 月 日 □AM □PM 時 分

記入場所 階

傷病者情報を記入し，切り取って現場責任者に渡してください。

平成２６年度新宿駅周辺防災対策協議会　新宿駅西口地域地震防災訓練

傷病者情報連絡シート（現場保管用）

平成２６年度新宿駅周辺防災対策協議会　新宿駅西口地域地震防災訓練

傷病者観察記録シート（傷病者添付用）

（切り取り線）

書ける範囲で記入し，切り取って傷病者に渡してください。

図

３ 傷病者観察記録シート・傷病者情報連絡シート 

4.2 建物チェックシート  

4.2.1 シートの修正 

建物チェックシートは建築専門家でなくても簡易的に

建物の被害状況を把握できるように作成されたフォー

マットである。平成２５年度の訓練でも建物被害対応訓

練で使用されたが、２５年度の訓練の結果や平成２６年

度新宿駅周辺防災協議会第３回セミナー（建物チェック

シートを使用した演習）の結果からより使いやすくする

ために修正を行った。  

4.2.2 修正した結果 

・建物チェックシートの各シートに➊➋➌といった番号

を振りわかりやすくした。  

・フロアでの被害集計に図面での集計も行えるようにし

た。  

・シートの使い方の説明欄をフロー形式にし、分かりや

すくした。  

・部位の区分を減らし、簡略化した。  

・音（鉄骨の破断音）の情報も重要であることから音の

チェック欄を追加した。  

・管理者用の建物チェックシートとシートの名称の統一

をした。  

対象範囲

⑦防煙垂壁
割れ

記入者名（カタカナ）

確認日・時刻 月 日 時 分

建物・施設名 新宿タワービル

階 ８Ｆ

テナント名・場所 新宿食堂

20141106_1

建物チェックシート❶（テナント記入用）

平成26年度 新宿駅周辺防災対策協議会 新宿駅西口地域地震防災訓練

北

区
分

部位
番号
(図面に
記入)

部位名称
確認欄
(異常あ
りに✓)

状況記入例
(図面に記入)

Ⅰ

① 柱、壁
変形、傾斜、転倒、
はがれ、割れ、
ひび割れ

② 扉 変形、脱落、開閉障害

③
窓、

ガラス類
変形、脱落、開閉障害
割れ、ひび割れ

Ⅱ

④ 天井
変形、脱落、はがれ
ひび割れ、漏水

⑤
照明器具、
設備機器

変形、脱落、傾斜
転倒、漏水

⑥ 家具 変形、傾斜、転倒

Ⅲ ⑦
上記以外
の部位

防煙垂壁の割れ、
ｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝｼﾞｮｲﾝﾄ
（EXP.J）の変形、
薬品落下、等

以下は鉄骨造建物の場合、地震時の確認項目

記号
（図面に記
入）

異常な音

音の
確認欄
（異常あ
りに✓）

状況記入例
（図面に記入）

非常に大き
な破壊音が
聞こえたか

上から、下から、壁の中

音

No.

S
T
A
R
T

E
N
D

表の確認欄に
記入（異常あ
りに✓）

異常を発見

図面に位置を示し
（線で囲む）、該当
する部位番号と状
況（表参照）を記入

防災センターに
チェックシートを
伝達

鉄骨造建物の場合、地震時に非常
に大きな破壊音が聞こえたら、図面
の発生位置に記号（表参照）を記
入し、表の確認欄に記入（異常あり
に✓）

鉄骨造建物の地震時確認項目

新
宿
食
堂

８階平面図（記入例）

①壁ひび割れ

④漏水

【訓練用】
本資料は回収します

 

図４ 建物チェックシート（具体例として） 

 

5 平成２６年度新宿駅西口地域地震防災訓練と検証会 

5.1 平成２６年度新宿駅西口地域地震防災訓練につい

て 

5.1.1 平成２６年度新宿駅西口地域地震防災訓練の概

要 

日時：平成２６年１１月６日（木）１３：３０～１７：

３０ 場所：工学院大学 1 階、２階、3 階、8 階 参加者

数：１１４名 実施項目：自衛消防訓練、医療救護訓練、

西口現地本部訓練 

5.1.2 平成２５年度訓練からの変更点 

平成２５年度の新宿駅西口地域地震防災訓練での自

衛消防隊の組織編成は隊長、情報連絡班、安全防護班、

応急救護班であり、初期消火班と避難誘導班はこの訓練

では編成されなかった。より実際の災害時に役立つ訓練

にするためには初期消火班、避難誘導班の設置が必要で

ある。そこで平成２６年度の訓練ではこの２つの対応も

加えて、より実際に近い自衛消防隊の訓練を実行した。 

5.1.3 自衛消防訓練の内容 

本訓練は、発災直後から 1 時間後までを目安とする地震

発生直後の場面（15 分間）と、1 時間後から 10 時間後を

目安とする初動対応の場面（20 分間）を想定し、28 階建

ての超高層テナントビル（仮称）新宿タワービルを想定

した自衛消防隊（本部隊・地区隊）による災害対応訓練

を行った。主な訓練内容は自衛消防隊（本部隊・地区隊）

編成、災害対策本部立ち上げ、火災対応（火災の確認、

初期消火）、閉じ込め者対応（閉じ込め者の確認、救出）、
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傷病者対応（傷病者の確認、応急手当、チェックシート

を用いた観察記録、情報伝達、搬送）、建物被害対応（建

物被害の確認、チェックシートおよび携帯情報端末を用

いた記録、集計、情報伝達）、被害情報の集約、建物の即

時使用性判定である。 

 自衛消防隊の活動は訓練前半・後半で参加者同士役割

を入れ替えて行われた。本部隊は隊長と通報連絡班、初

期消火班・避難誘導班と応急救護班で、地区隊では隊長

と通報連絡班、初期消火班と避難誘導班、応急救護班と

傷病者役で役割を入れ替わった。安全防護班は前半後半

で建物チェックシートと iPad を使用したチェックの両

方を体験していただくため入れ替わりは行わなかった。

訓練の中身は自衛消防隊の各班が優先順位に合わせて他

の班の協力をしながらでなければできないような内容に

しており、そういった活動を期待した訓練であった。 

 

写真１ 危険回避情動   写真２ 屋内消火栓による

消火活動 

5.1.4.訓練の課題点 

自衛消防訓練は本部隊、地区隊ともに活動フローチャー

トの順番通りに活動がなされており、必要に応じて他の

班と協力連携し災害対応活動をすることが出来ていた。

アンケートの回答でも訓練の満足度については高い評価

をいただけた。その一方で災害対応の優先順位の意識統

一が不十分な部分があることや「装備の確認」「周囲の安

全確認」といった対応に移る前の動作をわすれがちであ

ったこと、資機材の使い方が理解できていない部分があ

ったことがあり、今後に向けて反省が必要である。 

 

5.2 平成２６年度新宿駅周辺防災協議会第３回西口地域

部会（訓練検証会）について 

平成２６年１２月１２日に第３回西口地域部会として

新宿駅西口地域防災訓練の検証会を行った。この検証会

では訓練の実施報告と KPT 法を使った訓練の検証を行っ

た。 

日時：平成２６年１２月１２日（金）１４：００～１６：

００（訓練実施報告：１４：１０～１４：４０、訓練

の検証：１４：４０～１５：５５ ） 

会場：工学院大学新宿キャンパス 高層棟２８階 第

１・第２会議室 

KPT 法とは Keep（継続）、Problem（問題点）、Try（挑戦）

の頭の文字を取った名称である。Keep→Problem→Try の

順番に感じたことを付箋に書いて、以下のようなフレー

ムで整理していく方法である。本訓練検証会では、訓練

について感じたことを Keep、Problem、Try の視点で参加

者に出してもらった。 

 

図 5 KPT のフレーム    

 

6 まとめと今後の課題 

6.1 まとめ 

平成２５年度の訓練の反省、企業の防災訓練を参考に

自衛消防隊の内容を具体化し、自衛消防隊の活動フロー

チャートを作成した。そして、平成２６年度の訓練（自

衛消防訓練）でその内容に沿った形で自衛消防隊の訓練

を実施し検証した。 

6.2 今後の課題 

組織的な対応をより効果的に行うための工夫をしてい

く必要がある。また、資機材の有効活用とそのための事

前学習について考えるべきである。 
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